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繁殖管理上の問題
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人工授精の普及Kよって、交尾陀よ b伝染する件の性病は防渇されたカヘ内分秘ホルモンの乱れが、

現在不妊の大き左源と左っている。乳牛群が大きく在って来ると、高い繁殖成績を保つととは容易左と

とで在〈、繁殖管理技術の改善が要望されているo 乳牛を正規分娩を続けさせるKは、分娩時長よび交

配受胎まで個畜観察が必要で、給飼・押し等が集団管理K移行しているのK、繁殖部門だけが集団管理

K移bきれ左いでいるのが現状である。

，畜牛健康台帳の記帳:t-r.んK健康事項のみ左らず繁殖事項を記帳する。との記帳が確実K左されてい

れば、獣医が不妊牛を診断する上K非常在助けK左るのみ左らず、毎日ある時点でこの記録をもとに次

のデーターを普及員陀提供するととKよって、コンビューターが次式でその手群の繁殖成績がどのよう

左状態Kあるかの情報を提供してぐれる。
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た~' lペ HRS=Herd Reproductive Statusの略、牛群繁殖成績

00=調査時点で分娩後 10 0日以上の空胎牛数

10=調査時点で全成-めす牛の数

DO=調査時点で 10 0日以上空胎牛の空胎日数合計

0.11= 1 0 0日与u空胎牛の占める平均百分率数
305=空胎牛の推定される最大空胎日数

HRSが100ということは、全牛が妊娠しているか、 100日未満の生理空胎牛であるととを意味

する。ノースカロライナ州で5カ年Kわたタ延べ24，0 0 0頭Kついて調査した結果、 HR S = 65.02 

士16.62であった。

乳検成績が乳牛の淘汰・飼養法の改善左らびK種雄牛の選択K関する貴重左情報を提供してくれるの

と同様K、との繁殖台帳の記帳整理KよるHRS万式K加盟するととKよって、繁殖管理の攻善K有用

左情報の提供を受けるととK左ろう。

繁殖管理上の新技術の開発:発情を見付けるとと、そして適期K授精する ζふとの 2つが大規模畜

群で最も大切左日常業務の一つであり、また毎日やら左ければ左ら左い時間のかかる儲農家の雑務であ
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る。とれらの業務を効果的K行左うKは、注意深き観察と正確左記帳が必要であ九発情のきている経

産牛会よひ守若めす牛は、他の牛詳と Lわけして 1パドックK入れ、搾乳・給飼時以外K日VC2回は観察

し左ければ左ら左い。

そこで新たK開発され、実用の域K移されつつある技術のーっとして同期発情法がある。す左わち、

分娩後 30 ""'" 6 0日の搾乳牛vcp r 0 g e s t i n p ow d e r発を毎月 14""'" 1 8日間与え続け、ある時点

で一斉K飼料から progestinを除去する。そのあと 3，...._， 5日の間K揃って発情がくるので、予め人

工授精師と連絡をとり授精の準備をととのえてなら第1回の授精で受胎し左かった牛は、次の分娩後

3 0""'" 6 0日の範囲Kある牛群と一緒にして、次の月再びprogestin投与処理をする。との方式の

実用的左メリットは色々あるが、その中でも次の 3点が指摘されるo

①鈍発情や無発情が少左〈左るO

② 人工授精師を 1週間 5日以内の就業ですませると同時K、現在の授精師の活躍の範囲を更K広域

化させうるとと。

③ 賂農家は、従来窓胎牛群Kついて毎日注意深〈発情観察せざるを得左かったのが、とのよう左ホ

ルモン処理牛群についてだけ、しかも月K僅か 5..._ 8日間看視するだけで済むよう K在るo

との種の発情同期化プログラムは沼、乳牛群Kついては、ほぼ完全実用化の域K達している治元とれが

実用化をはばんでいる主要左点は、同期化処理した後の第 1回授精で受胎率が現在のところ正常以下で

あるととのようである。しかし次期処理後の第 2回授精では受胎率は正常並K達すると報ぜられているO

3 2対の泌乳開始後43日目の牛Kついて片方VCMGA処理、他方は分娩後60日目以降の最初の発

情から受精した。 MGA処理中VC7頭の牛が発情を示した。 MGA投与中止後 2/3 の牛が発情を起し

た。第 1回の授精は分娩後平均 73日目で、対照群は 74日目であった。との第1回授精で受胎したも

のは、処理群は僅か9頭、対照鮮は 8頭であった。引き続き第 8回の授精までで受胎したものは処理群

2 0頭、対照、群16頭であった。

以上の技術K加えて、排卵の調整もホルモン処理で可能と左って来ているので、発情同期化技術と共

K、近い将来乳牛群の繁殖管理は労力節減を達成されよう。

E 乳牛群改良協会でパイプラインミル力一用の乳量測定器および肪脂検定用サン

プル採取器の公認事情

酪農規模の大型化と共K、フリーストーノレ牛舎といわずストール牛舎VC:t">いてもパイプラインミノレカ

ーの使用は常識化してきてなれそこで 1頭宛の乳量の秤量、脂肪テスト用サンプノレの採取器械の開発、

更K脂肪テスト法の改善の要求が日増しに増大している。との要望K応えるためDHIAでは、脂肪テス

ト、乳量測定かよびサンプル採取器械の性能調査かよび規格設定委員会を発足させ、既K市販の器械4

長Melengesterol acetate 1日1頭 0.5m'iを飼料K混ぜて給与、 L.J. B 0 y d 

(M i c h i g a n S t a t e U n i v • ) J. A n i m. ，S c i. 2 9 : 1 8 5 (. 1 g. 6 9 ) 
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種を公認している。

公認器械:D e L a v a 1 0 a 1 i b r a t e d R e c e i v e r J a r，¥ M i 1 k----0 -Me t e r、 Surge

o a 1 i b r a t e d Re c e i v e r J a r，¥ Oh 0 r e -Bo y Ro 1 1ー O-Measure

現在性能調査中の器械 :Milko-Scope(デンマーク Foss Electric社入 Bodmin

Mi 1 k Me t e r (ニュージーランド製)、 Meterite(英国ガスコイン社〉、 Tr u，-Te s t 

(ニュージーランド製)、 Ross-HolmMeter、WaikatoWeight & Rate 

Meter、St a -Ri t e 0 a 1 i b r a t e d Re c e i γer J a r、Dari -Koo 1 Oal i-

b r -a t e d R e c e i v e r J a r • 

とれ以外K乳脂肪率検定の一方法としてMilko-Tes t e r (1[ついて検討中であるo

委員会の構成 :Dairy ex1ension specialists 、研究者、登録協会の代表

E 給飼をめぐる問題

濃厚飼料のgroup feeding方式

大規模酪農K左ると、揮しはmilking palour方式K在るのが常識と左っている。米国防‘い

て、パーラーで濃厚飼料を能力K応じて与える方式が従来行左われてきているが、ハイドロパルスミル

カ一等の出現で悔し時間が非常K能率的K短縮されてきたため、パーラ-(1[入った牛が濃厚飼料を食い

つくすのを待っていたので唱は、折角の搾乳のスピードアップの意味がうすれてきた。そとで、搾乳と給

飼を切bは左して考えられ左いかという問題が起きて種々の研究が進められている。

ユタ大学でパーラーでは濃厚飼料を与え左い方式を試験したととろ、与え左いで搾ることK馴らせる

と、却って安静左状態で搾乳が行左えるとと、それと同時(1[1頭宛濃厚飼料を与えるのと群で濃厚飼料

を与えるのとで、余b能力K差が左いことを明らかKしている。

個畜飼養 群飼養 群飼養

給飼回数 z回/日 2回/日 1回/日

乾草採食量 kタ/頭 1 O. 2 9. 6 1 O. 0 

コーンサイトジ採食量 kq/頭 1 4，4 1 4.2 1 3. 9 

濃厚飼料採食量 kq/:頭 3. 6 3. 5 3. 5 

FOM生産日量 kq/頭 1 5.1 1 5.7 1 3.6 

体重の変化 kq +26 + 1 8 +23 

(備考 2 8日宛 3期万式で個畜飼養を重複反転しての試験)

乳牛の泌乳量は 8.........企ok.タの範囲Kばらつきがあったが、当然乳量の多いものは濃厚飼料の要度が高

いので採食振bも活発で能力が群飼のためK低下する傾向は認められ左かったと報じている。しかし乳

牛を生産乳量でい〈つかのグループK群別して、その群月Ij(l[濃厚飼料の給与レベルを変える群飼方式が
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望ましいと考察しているo

完全飼料給与完式(COmpl ete. feeds) 

濃厚飼料の群飼方式が普及するK及び、濃厚飼料と粗飼料(サイレージまたは青刈牧草)とを混合し

て一度期K与えることが、方々の試験場で実験が左されて金九濃厚飼料を粗飼料とは別K群飼した場

合と比較して夜、乳成績K左んら影響がをし給飼労力節減の効果対決であること、 栄養供給のバランスを

乱さ左い利点のあるととが共通的に指摘されている。酪農のスクーノレが大き〈左 b、購入濃厚飼料の量

が多〈在れば左る程r.うした advantageは更K大き〈左るととが見込まれるo

濃厚飼料の採食速度

乳牛がどの程度の早さで濃厚飼料を食べるか?との答は必ずしも明確K出されてい左い。濃厚飼料の

物理的形態左らびにその組成も採食速度K影響する要因であるo

濃厚飼料消費量 平均採食時間/k9 バラツキ範囲

0.91<9 2.9介 1.4 ，、、， 7.6分

1.8 3. 0 1. 6 ，司、J 5. 1 

2. 7 2. 6 1.9 ，司、d 4. 3 

3.6 3. 0 2. 4 ，司、d 会.0

会.5 2. 9 1. 9 ，句、d 3.4 

5.企 3.9 2.5 ，司、， 7. 2 

1回の配合飼料給与時vc4.5 k，タまで与える限りでは、 1 k9の消費K約8介、 5.5切を与えるときは

3. 9好を要しているo

乳量と採食速度

1日の乳量 探食速度分/k9

2 2.7 k9以上 2. 6 

1 6"""" 2 2.61マ 2. 8 

1 6匂以下』 3. 2 

乳生産量が高〈左るとともに食い込与速度は早くなる。

体重と採先亙度

体重 採食速度分/k9

450-500k9 3. 5 

500......550 3.3 

550......600 3. 1 

6 0.0...... 6 50 2. 9 

650--700 2.7 

体重が 50 k9増す毎K約 O.2分./k9早〈左る。
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搾現速度

搾乳労力が乳牛管理労力中最大であるととは云うまでも左い処である治元一般K搾乳の施設・設備おミ

よび搾乳者の搾乳器の操作技術等が搾乳効率K影響力が大であると考えられすぎている嫌いがあれ乳

牛の搾乳性で牛を選抜するととKよって搾乳時間を短縮するという配慮が乏し・すぎるようK思われるO

ユタの州立大学で、 4s t a 1 1 t a n d em p a 1 0 u rで412頭の搾乳牛Kついて搾乳K要した時

間別の頭数分布調査結果は次のグラフの分布のようであった。

この調査での対象牛群の搾乳速度は 2.2.......12.1分の範囲内でのバラツキがあり、平均金.6と在って

35 

30ー

頭

25~ 

数

20 

15 

10 

2 3 生 5 6 ? 8 9 10 11 12 

搾乳時間(分)

会 12頭のミルカ-VCよる所要搾乳時間分布図

いる。そして stallVCいた時間と生産乳量との間Kはo.1 8 2の回帰係数が得られている治元変動幅

が大きいため搾乳時間と乳量K辻有意左相関が得られてい左い。また 1搾乳時VC1.5"""'2k9の濃厚飼料

を食い込む牛は一般K搾乳が遅れがちであり、泌乳速度の早い牛は濃厚飼料を搾乳完了までK食いつく

せ左い傾向があったと報じて会九との観点からも搾乳と濃厚飼料の給飼作業は分離すべきととを強調

している。
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